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のクラスターの平均半径哀(i)の測定及びその動的指数 Z(i(i)-tl/Z)の決定がこの動的測

定法で可能となる｡この実験は現在進行中である｡ 2次元的なコロイ ド凝集系の実現は,クラ

スターのパターンが一望できるだけでなく,パターン成長の様子を追う事ができ,かつ(1),

(2)式のd依存性をチェックできるという点で大変興味深い｡
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15･放電のシミュレ一㌢ヨンと

パーコレーションクラスター

名大･理 高 安 秀 樹

放電パターン,ひび割れ,微粒子凝集体,血管,河川等,自然界にはよく似た形をした分岐

を伴 うフラクタル構造が沢山ある｡これらの構造の成因には,何か共通したものがあることが

予想される｡そのための手掛 りを得る為,まず放電のシミュレーションを行ってみた｡

放電のシミュレーションとしては,沢田ら1)のホットチップモデルと呼ばれるランダムな

成長モデルが最初である｡昨年提案された Niemeyerら2)のモデルは, パターンの成長確率

が局所的な電場の強さに比例するもので,よい結果を与えている｡

それに対 し,ここでは,放電の素過程を場の量である電気抵抗の非線型不可逆な応答とみな

-464-



放電のシミュレーションとパーコレーションクラスター

すことによって放電のモデルを考案 した｡3) ひとつの抵抗にかけられた電位をEとしたとき,

Eがある臨界値 Ecよりも小さい場合には,抵抗の値は不変とする｡EがEcを一度でも越え

た後では,抵抗値は桁違いに小さな値になるものとする｡初期の抵抗値にバラつきを持たせて,

この法則に従がって放電の成長をシュミレー トした例が図1に示してある｡これは10×10格子

の場合で,初めに-カ所で起った放電 (太線 )が次々とまわ りに広がっていく様子がよく表わ

れている｡

パーコレーションクラスターと呼ばれる上下の極板間をつなぐ放電 した抵抗のクラスターは,

全系の電気的な性質を支配していることが予想され,特に興味深い｡32×32 格子の場合に

図1. 10× 10格子における放電パターンの成長の例

得られたパーコレーションクラスターの例を図2に示す｡初期の抵抗値の微少なゆらぎが放電

過程によって増幅され,このような分岐構造が生 じる

のであるが,ゆらぎが空間的に無相関でありさえすれ

ば,パーコレーションクラスターの形は,統計的には

細かなパラメーターには依存 しない傾向を示 している｡

そして,その幾何学的構造は,フラクタルであり,そ

の次元は,1.6程度に見積 られた｡

研究会の発表の後で,ここで述べた放電のシミュレ

ーションを,適当に変数の物理的意味を置き換えるこ

とによって,脆性破壊によって生 じるひび割れや,級

粒子の凝集体の成長のシミュレーションと見なしうる

ことが明らかになった｡4) 冒頭で述べた形の類似性が

図2, 32×32格子におけるパーコ
レーションクラスターの例｡乱
数の違いにより,この程度異な
る図形が得られる｡

偶然ではないことがわかったわけであるが,その詳細については,別の機会に述べることにす

る｡
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17.二次元高分子とその動的特性

東北大 ･通研 宮 野 健次郎

§1 はじめに

両親媒性をもった有機物は,水と空気あるいは水 と油の界面に吸着されて,分子一層よりな

る膜一単分子膜-を形成する｡ 成膜分子が不飽和炭素結合をもっている-と,この結合が紫外線

(UV)を吸収してラジカルとなり,近接する他の同種の結合と共有結合して膜のままの状態で

二次元的な高分子になりうる｡分子を格子点,共有結合をポンドと見立てると,この様子は丁

度ボンドパーコレイションの実現になっていることが解る｡さらに,配位数 :Zやボンドが閉

じている確率 :pに関連すると考えられる,一分子当りの不飽和炭素結合数や重合度を変えら

れるので研究上便利であり,しかも粘弾性を同時に測定することによって,この分野では比較

的報告の少ない動的特性を簡単に知ることができる特徴がある｡

ところで,浸透理論によれば,二次元において,無限に大きいクラスターが現われる臨界点

に達した時 (P-P｡), 系は全体としてその網目構造に由来する弾性をもつようになり,弾性

係数Kは

K ～ (p-pc)T (1)

のように変化すると予想されており,また,このときの格子点当り平均ボンド数は2であるこ

とが知られている｡ここでは,このような予想を,二次元高分子における測定と対比したい｡

§2 実験 1)

実験にはアルリル酸エステルを用いた｡この基は,第 1図に示すような反応によって高分子
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